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A peep show in Chinese public entertainment.
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北京拉洋片
　レンズを通して箱の中の絵を覗かせ、節を付
けて絵の内容を歌う芸を、その装置を含めて中
　　　　アほヤンビニン国ではく拉洋片〉あるいはく拉大片〉という。
装置の原理と芸態はほとんど日本のくのぞきか
らくり〉と同様で、　「中国風俗辞典』（1990年、
上海辞書出版社発行）の「娯楽類」には次のよ
うにある。
拉洋片　あるいは「西洋鏡」とも称す。民間の
“雑要”（雑芸）で、全国の多くの地域で流行
した。各地の寺社の縁日やお祭りの演芸会で、
芸人が屋台を据えて、さまざまな絵を箱の中に
置き、観衆に凸レンズを通して見せるものであ
る。芸人は中の絵を引き動かしながら、同時に
絵の内容の唄を歌う。歌詞は通俗平易にして、幽
例えば、「往里礁来往里看、小寡婦上墳在里辺、
頭戴白来身穿孝、小嚇几一撒契了Al歓」といっ
たたぐいで、多くは七字句からなる。節回しは
多分にそれぞれの土地の民謡と同じである。
　　　　　　　　（原中国語表記を意訳した）
　日本ではもう消減してしまったが、中国には
このような芸能を興行している人々が今もいる。
1　伝承者
　かつて中国各地の春節（正月）や寺社の縁日
でよく見かけたという拉洋片は、1960年代の文
化大革命によって一時強制的に消滅させられた
大衆芸能である。しかし、そうした事態を逃れ
て存続していたとしても、おそらく日本の場合
と同じように映画やテレビの普及によって自然
と衰退の道をたどったであろうことは想像に難
くない。北京の伝承者の屋台前面には、これが
中国最古の「影視」すなわち映像ドラマだとあ
る。拉洋片の別名をかつて「西洋鏡」といった
が、ヨーロッパから中国に映画が入ってくると
「西洋鏡」の語は映画の意味に変わった。文化
大革命以後、拉洋片は忘れ去られた芸能であっ
た。しかし1990年代に至って、かえってその素
朴な風情が人々の好奇心を誘い、今日ではいく
つかの観光名所で復活上演する芸人たちが現わ
れている。
　拉洋片発祥の地北京には現在この伝統を受け
写真1　陳起環氏（北京市の王府井で2005．04）
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継ぐただ一人の伝承者がいる。本名、陳起環、
五十五歳（2005．04現在）である。名刺には「芸
名：陳友巖」ともあり、拉洋片の芸名はまた別
に「陳金牙」と称する。北京市故宮の束にある
繁華街ヨ三府井の路地の一角に置かれた屋台の横
には顔写真とともに「第四代伝人陳金牙（陳起
環〉表演」と樽かれた小さな看板が打ち付けて
ある。すなわち彼は北京拉洋片第四代目の伝承
者を自認しているのである。
　陳氏の説明によれば、初代は焦金池という人
で芸名を「大金牙」と称したという。二代目は
小金牙（本名は羅浦林、後掲「世界日報』では
羅涼然〉、三代目は饗金牙（本名は王学智）。師
弟関係はいずれもtiu縁によるものではない。と
りわけ、盲人だった三代目は小さい頃、拉洋片
の歌声が大好きで、興行する二代目小金牙のぞ
ぱへ毎日のように出掛け、その演唱に耳を傾け
続けてとうとう彼の弟子になったのだという。
図1には、拉洋片の周りを取り囲んで大金牙や
小金牙の歌声に耳を傾ける群集の様子が描かれ
ている。
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写真2　演唱する小金牙（「北京老天橋」より）
　　　＊屋台の基本的な構造は復元された現在
　　　のものと同じである。
　陳氏の師はこの三代目王学智で、現在七〇歳
だというから、生年は1935年頃である。彼が活
動していた頃は、ちょうど中国の文化大革命
（1965～76）が起きた時代にあたる。文化大革
命が掲げた、旧思想・旧文化・旧風俗・旧習慣、
すなわち「四旧」打破のスローガンのもとに、
1966年には拉洋片もまた一台残らず破壊し尽く
され、三代目は廃業を余儀なくさせられたのだ
という。拉洋片はまさに旧風俗だったからであ
る。
　かくして中国の〈のぞきからくり〉は一度断
絶したが、1990年代に日本から渡った日中文化
交流団が、失われたこの芸能に関心を寄せたこ
とをきっかけに、三代目の王学智が尋ね出され、
また他にこの芸能を知っていた二人の協力者
（畢学祥と孟新）を得て屋台が復元されて今日
の再興に至ったものだという。陳氏の言葉によ
れば、その芸能をもう一度見たいという日本人
の言ったひとことが中国の拉洋片を救ったとい
うわけである。彼は復興後に王学智から指導を
受けた伝承者である。彼の細君も歌の演唱はで
きるというが、彼にはいま一人の継承者もいる
とのことであった。
2　屋台の構造
　今日復元されて使用されている拉洋片は写真
3のような外観をしている。高さが三メートル
弱。横幅はニメートル余り。絵を覗く箱の部分
には正面に四箇、左右に二箇ずつ、計八箇の覗
き穴がある。観客は周囲に並べられた長椅子に
腰を掛けて覗くわけだが、通常は穴の内側にシ
ヤッターが下りていて中の絵が見えない仕掛け
になっている。五元ほどの料金を払うと、紐を
操作してその人が見る穴のシャッターを上げて
くれる。穴には凸レンズがはめられていて中の
絵が大きく見える仕組みである。
写真3　拉洋片（北京市王府井にて2005．〔辺）
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　絵を覗く箱の部分は日本のくのぞきからく
り〉の用語で言えば「ガラ箱」にあたる。ただ
し、拉洋片のガラ箱は日本のそれのように湾曲
した半円形ではなく角張った台形をしている。
またガラ箱本体も日本の場合と違って装飾用の
図柄はなく、朱色系の色を塗っただけの木製の
箱である。ガラ箱の両側面を少し斜めにして横
からも絵を見やすくした形は、写真2にも見ら
れるように、初代大金牙以来のものである。し
かしさらに遡って、描かれた昔の図や古い写真
をみると、従来のガラ箱は縦横長方形だったこ
とが分かる。その場合の覗き穴も横には無く、
正面に二箇か三箇で、絵は正面からだけ見せた
ものと思われる。したがってガラ箱も小さく持
ち運びに便利であったし、それを支える脚も細
い竹のような簡単な棒で足りた。そのような小
型のものは、かつて中国のどこにでも見られた
という。ガラ箱を大きくして側面に覗き穴を増
設したのは少しでも多くの見物人に見せて増収
につなげようとした北京拉洋片の工夫だったろ
う。いずれにしても、ガラ箱が脚立状の台に載
せられていること、さらに全体が分解・組立式
となっていることなど、基本的な構造は日本の
くのぞきからくり〉の屋台と同様である。
　拉洋片・拉大片の別名を「西洋鏡」という。
しかし、厳密にいえばもとからあった西洋鏡に
改良を加えて出来たのが拉洋片あるいは拉大片
であると考えられる。陳起環氏も覗き箱を使っ
て絵を見せた芸人は北京にかぎらず中国各地に
いたという。「拉大片」という名称は、その絵’
が大きいことを意味するし、また「拉」は絵を
紐で引っ張り上げる意であるから、装置の大型
化にともなう工夫が加えられた後の名称である。
この大型化によってより多くの人に鑑賞させる
ことができるようになり、さらに演唱の声も高
らかに響くようになった。ことさら北京拉洋片
と呼ばれたのは、そのような装置の工夫改良と
演唱の芸によるものだった。
　屋台の構造に話を戻せば、通常屋外で興行す
るため、ガラ箱の中には電灯などの照明装置は
なく、天井部分から自然光を入れて中を明るく
してある。陳氏の説明では、一般に昼の光で演
じるが、かつては提灯を使用したこともあった
とのことである（杭州清河坊歴史文化街区で演
じている魯立清氏の装置では現在天井板の穴に
裸電球を吊している）。
　またガラ箱の上部には、中ネタの絵を引き上
げたときに収納するネタ箱が載っていて、その
外側正面には演目の内容を象徴する色彩画が描
かれている。いわば絵看板である。写真4は陳
起環氏の屋台に掲げられていた絵である。淡い
色彩がほどこされているだけで、中ネタの絵も
この絵看板と同様のタッチで描かれたものだっ
た。
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　　　　写真4　絵看板（2005．04）
　なお、絵看板の上部と左右にある文字看板
（「北京洋片」「唐代洋片千古伝」「歴経一千三
百年」）は、復活再興後に取り付けた宣伝文句
である。ガラ箱の金文字「中国老北京／老天橋
拉洋片絶話」も、復活上演の説明となっている。
写真2に見られるように、以前のものはいたっ
てシンプルな構造をしていた。
　ガラ箱の上にかぶせる天井板の右側に載って
いる楽器のセットは、上演する時の間奏に使用
　　　　　写真5　楽器
＊打楽器を屋台に取り付け、紐で操作する
　のは拉洋片以前からの工夫である。
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するものであり、太鼓・シンバル、そして金盟
を水平に吊り下げたような形の銅鍬と、三つの
打楽器が木の枠に取り付けられている。演唱者
は、物言吾を歌いながらこれらの楽器を一人で奏
でるため、木枠に取り付けた腕木と紐によって
操作しやすいように工夫されている。
写真6　ガラ箱の上部を横から見た様子
　また、屋台の左側に踏み台を置き、演唱者が
そこに上がって上演する形式も日本の場合と同
様である。演唱者は楽器を前にして立ち、ネタ
絵を収めてある箱の紐を操作しながら上演する。
絵は基本的に八枚で、写真6のようにネタ箱の
横に取り付けた紐で中のネタ絵を上下させて場
面を変える仕組みである。紐の中ほどに付けら
れた金属の輪を箱の横に打ってある釘に掛けて、
吊り上げた絵を固定する方法も巻町のくのぞき
からくり〉とまったく同様である。
　このように吊り下げたネタ絵を上げたり下ろ
したりして場面を転換する方式は、中国の風俗
史料から見て初代が活動していたころには出来
上がっていた。引っ張る意の「拉」が付いたく拉
洋片〉の名称はすなわちこの操作に由来すると
考えられる。
　なお、陳起環氏の話によれば、かつては絵を
ガラ箱に押し入れる方法もあったというが、そ
れは〈拉洋片〉に改良される以前の〈覗き絵〉
を指すものと思われる。陳氏はまた、覗き穴と
絵との問に水を入れたガラス板を置き、あたか
も水中の光景を見せるように工夫したものもあ
ったという。〈覗き絵〉は一種の見せ物であっ
たから、観客をひきつけるために目さきを変え
たそんな工夫も試みられたのであろう（1｝。
3　北京拉洋片の始まり
　現在の伝承者陳起環氏は、拉洋片の芸名を「陳
金牙」と名乗っている。彼の芸統は初代「大金
牙」を創始者とし、代々芸名を「…金牙」と名
乗ってきた。「金牙」とは金の入れ歯のことで、
初代が前歯に金歯を入れていたことから付いた
あだ名であるt2）。彼はもと河北・粛寧県の北
部、劉家鳩出身の人で（3，、代々この芸を伝承
してきた家に生まれ、十二歳ごろから父に従っ
て各地を興行して歩いたという（’1）。その後、
彼は北京の天橋地区に来て営業するようになっ
た。また、うわさによれば彼は非行少年だった
ため人々に憎まれ、万策尽きて故郷を逃れ、北
京にたどり着いてこの芸をやるようになったの
だとも伝えられている（5）。ともあれ天橋地区
における大金牙の興行が北京拉洋片の始まりだ
った。
図1　初代大金牙（『北京老天橋』より）
　北京の天橋地区は、故宮の南、天壇公園の西
にあり、かつてさまざまな民間芸人が集まって
賑わった庶民の遊興地区だった㈹。拉洋片も
その一つで、当時もともと五～六台で興行して
いたが、最も人気があったのは大金牙の屋台だ
ったという｛7）。前掲の写真集r北京老天橋」
の解説では、天橋地区における民間芸人たちの
活躍を三期に分け、第一期を清朝末の成豊年間
から光緒年間（1851～1908）にかけて、第二期
を辛亥革命（1911）後、第三期を1930年代から
40年代にかけてとし、大金牙が拉洋片の興行を
始めた時期を第三期としているが、当人に取材
した新聞記事（S，によれば、彼が北京に来たの
は民国元年だというから、第二期とするのがよ
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い。1933年ごろには、すでに大金牙は天橋の有
名人になっていた。
　図1の絵看板には辛亥革命と思われる戦争の
場面が描かれているし、また演目の項で述べる
ように今回の取材でも「劉大人私訪」という辛
亥革命の作品を見せてもらった。これは時流に
乗った新作として創られたものであろう。初代
のころの拉洋片は、彩色した山水・人物・楼閣
などを描いた八～十枚の絵を箱の中に入れ、凸
レンズを通して覗かせるもので、絵の大きさは
横三尺（約1メートル）、縦約二尺余（70セン
チ弱）、この箱を人々が多く集まる場所へ背負
って行き、支え棒の上に置いて、紐を引いて内
部の絵を替え、銅鑓と太鼓をたたきながら覗か
せたとある（9）。ネタ絵は「俗工の手」になる
稚拙なもので「西湖景」とも言われている。
4　西湖景
　中国において絵を覗き見る装置は前述のよう
に大金牙以前からあった。これについてはきわ
めて興味深い創始伝説がある。「洋片」とは中
国北方の呼び名であり、江南地方ではこれを「西
湖景」と呼んでいたという（1°）。「西湖景」の名
の由来は、もともとこの装置が杭州にある西湖
の美しい景色を描いて覗かせたものだからとい
われ、これには次のような起源伝説がある。
　昔、唐の時代、皇帝（太宗）のもとに美女が
貢がれて来た。彼女は皇帝の寵愛を得て妃の位
まで進んだが、それまで一度も笑顔を見せたこ’
とがなかった。皇帝は、何とかして彼女の笑顔
を見たいものだと思い、文武百官にその方策を
問うたが、誰も妙案を思いつく者はいなかった。
そこで、衰天窒・李淳風という二人の軍師を呼
び、彼女が笑わない原因を占わせた。命を受け
た軍師たちはこれを占って次のように申し上げ
た。「妃様は故郷を恋い慕うあまり悲しみに暮
れているのです。それゆえ、もし故郷の湖山や
楼閣の類を絵にかいて見せるならば、きっとそ
の心も慰み、笑顔も戻るでありましょう。帝が
それとなく故郷の光景を聞き出してください。
それを私どもが絵に描いてみましょう」と。皇
帝はこの意見を入れて、妃の想い出の中にある
風景を二人の軍師に描かせた。彼らは、妃が恋
しく思う風景を高さ二尺半、幅三尺の大きさの
絵にして八枚描いた。その絵は非常に写実的で、
いずれも本物そっくりだった。軍師たちは、さ
らに木の箱を一つ造り、八枚の絵をうまく中に
収めて、箱の前面に直径二寸ばかりの丸い覗き
穴を開け、たまたま西洋人が貢いだ凸レンズを
そこにはめ込んで、絵を拡大して見せるように
工夫した。かくして、できあがったその装置で、
皇帝が中の絵を妃に覗かせてみると、彼女は箱
の中に広がる故郷の風景を熱心に見ていた。懐
かしい風景を心ゆくまで堪能しているその様子
を見て、蓑と李の二人の軍師は銅鍵と太鼓をた
たきながら伴奏を付けて絵の内容を説明する歌
をうたった。それによって、妃はあたかも絵の
中に身を置いているかのような気分になり、望
郷の愁いをすっかり忘れてとうとう微笑みを禁
じ得なくなった様子だった。美女が初めて笑う
のを見た皇帝は、衰と李をたいへん褒めたとい
う。
　二人が描いた八枚の絵は「西湖八景」（11）と
いい、その絵を覗く装置と上演の形態を含めて
これを「西湖景」と名付けたのである。
　以上が伝説の内容であるが、これは初代大金
牙が新聞記者に語った話である（末尾の付録資
料参照）。現在、陳起環氏が、屋台の文字看板
に「唐代洋片千古伝」「歴経一千三百年」と書
いているのはこの伝説によったものである。芸
能民がその由来を遡って皇室の権威に結び付け
る例は日本の場合も同様であるが、それはとも
あれこの伝説によって中国の覗き絵が元来どの
ようなものだったかを知ることができるだろう。
すなわちそれは、当初から、西湖八景（西湖十
景）のような景勝地の風景を描いた絵を、西洋
人がもたらしたレンズを通して写実的に本物ら
しく見せることを目的として始まったというこ
とである。初代大金牙以来北京の拉洋片は物語
絵を中心としているが、「洋片」はすなわち洋
風画の意であり、元来は透視図法的手法によっ
て描かれた風景が中心だったと思われる。右の
伝説に、その創始者として語られる衰と李の二
人が描いた絵が実景そっくりだったというのも、
そのような画法によって描かれた絵だったこと
を意味する。
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　なお、西湖の絵を覗き見て満足したという上
記の伝説に譜られる王妃の話は、実はむしろ西
湖崇の実際の鑑賞者であった一般畏衆の歴史的
現実に移して考えるべきだろう。王樹村著「中
国民問美術史」「西iM】漿篇」では次のようにい
う。中国には「天には極楽あり、地には蘇・杭
あり」という諺がある。すなわち交通不便な時
代、蘇州や杭州は中国の人々にとって生涯に一
度は訪れてみたい憧れの景勝地であった。しか
し、旅行するほどの経済的ゆとりを持たなかっ
た民衆にとって、その地は極楽同様に遙か遠い
地であった。そこで画工たちは蘇州や西湖を絵
に画き、これを覗かせることで民衆の願望をか
なえさせたのである、と。
　　写真7　西湖の実景（2007．04撮影）
　西湖十景は広々とした湖面・湖岸に点在する
風景であり、どちらかといえぱ透視図法にはな
じまない広がりを持った風景である。極端な線
遠近法による〈覗き絵〉は、図2のように建物
や家並みを画いた素朴稚拙な洋風画として残さ
れているが、しかし風光明媚な西湖の風景も蘇
州版画として盛んに製作された。
　1『畷｝酷ザ　罵舜1’
　　　図2　清朝の素朴な物語絵の例
（町田市立国際版画美術館編集r「中国の洋風画」
展：明末から清時代の絵画・版画・挿絵本」より）
　　　　・・盗
．・洛ﾈ
ギ灘’ミ　　　畷i
　　　　　　　鎚＿＝．＝1　　沸
“・撚舞墜
　図3　蘇州版画の例・西湖風景
（同上図録r「中国の洋風画」展」より）
　中国における《覗き絵》の始まりは、西洋か
ら宣教師や商人たちがもたらしたレンズと透視
図法による風景画にあったと考えられるが、
別々にもたらされたレンズと透視図法の絵が中
国で結びつけられたのではなく、それらは元来
一体の玩具的なものとして西洋から入ってきた
ものと考えられる。そのことは、透視図法で描
かれたヨーロッパの絵画が元来レンズと密接な
関係をもっていたことから充分推測されること
であり、またすでに十八世紀後半のフランスで
描かれたとされる反射式のぞき眼鏡を見る少年
の絵が存在することc12）などもその裏付けとな
るだろう。
　また、拉洋片の別名を「西洋鏡」と言うのは、
レンズを通して覗くことを意味の中心にしたも
ので、絵を吊り下げ吊り上げて物語的な場面を
かわるがわる展開させて見せる装置とは、目的
が異なるものだったと思われる。つまり、西洋
鏡は「西湖景」以来の、絵を見せることに主眼
をおいた装置としての名称であった。十八世紀
末の李斗著「揚州画肪録」に記す「西洋鏡」も、
箱の中に置いた物をレンズを通して覗かせるこ
とに主眼を置いた装置だった。
　ところで、図2・3のような絵画は、いわゆ
る文人画家の筆によるものではなく、民衆絵画
と呼ぶべきものである。中国における洋風画の
採り入れ方は、民衆絵画と文人絵画では両極端
だったといわれている。蘇州版画の風景画のよ
うに、西洋の画法を自然な形で折衷的に採り入
れている例はあるが、概して民衆絵画（版画）
では直接的模倣を行なっており、創作活動をし
ている画家たちはあくまで中国の伝統的な画法
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を守りながら、それとの融合をめざした採り入
れ方をしているという〔13〕。透視図法によるヨ
ーロッパの作画法が中国に受容された例として、
十七世紀末にローマで刊行されたアンドレア・
ポッッオのr画家と建築家のための遠近法
（Perspectiva　pictorum　et　architectorum）』が、
中国人宮廷画家年希発の協力を得たイエズス会
宣教師カスティリオーネによって十八世紀初頭
に「視学』（1729初版）という書名で刊行され
ていることが知られているがC14）、中国絵画の
伝統のなかで当時そのような理論にもとついて
絵を描いた画家はいないようである。むしろそ
の幾何学的背景を無視して、直線による奥行き
を過度に強調して描いた安っぽい絵（図2参
照）は、民間の浮絵として大衆文化の中に採り
入れられた。それはまたレンズを通して覗かれ
る眼鏡絵として制作され、民衆の見せ物となっ
た。西洋では、現実がレンズを通して写し取ら
れ、写実的な風景画を成立させたのち、その絵
を逆にレンズを通して覗くことで外界の物と視
覚との関係を知るための光学的あるいは幾何学
的な実験教材、すなわち「眼鏡箱」として子ど
もたちに提供されたc］5｝が、東洋の民衆絵画で
は、洋風画の描法を採り入れてもそれは単なる
模倣の域を出ることはなかった。知識階級の画
家たちがもし洋風画に習熟するとすれば、そこ
にはその背景となる西洋の科学的知識に対する
　　　　　図4　r視学」の挿絵
（町田市立国際版画美術館編集r「中国の洋風画」
展：明末から清時代の絵画・版画・挿絵本」より）
理解が伴うはずである。しかし、清朝の画家た
ちは中華思想に立ってひたすら南画の伝統的画
法を守り、西洋の遠近法や陰影法はこれを部分
的に採り入れただけだったという。すなわち
「西洋画法の真意を理解し、これを正当に使
用したものは殆んどなかった」ll6）のである。
そのような時代のなかでは、遠近法で描かれた
絵をレンズを通して見るという行為も、ただ視
覚の戯れや非現実的な空想世界を楽しむ遊具と
してのみ受容されざるを得ないだろう。
図5　東洋にもたらされた西洋の眼鏡絵の例
　　　「フtンテーヌブロー宮、運河の景」
（神戸市立博物館編集図録「眼鏡絵と東海道五拾
三次展：西洋の影響をうけた浮世絵jより）
　　写真8　願和園の壁に描かれた洋風画
＊清朝末期の西太后（1835－－1908＞が愛し大規模
な修復を行なった北京の願和園には回廊や壁のい
たる所に洋風の風景画が描かれているがこれ、らは
清朝末のものである。（筆者撮影〉
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5　演目
　拉洋片が「西湖衆」と呼ばれていたころは、
歌をうたいながら美しい風景画やあるいは西洋
の異国的な風衆を次々に取り替えて覗かせるだ
けの芸だったと思われる。そしておそらく出し
物も限られたものだっただろう。「西湖景」が
風ffだけではもの足りなくなったとき、民衆の
興味をそそるように絵に物語的な展開が加えら
れていったものと考えられる。次項で述べるよ
うに、初代大金牙の名が知られるようになった
のは、歌詞の演唱に優れた能力を発揮したこと
と言舌芸の巧みさによるものであった。この芸が
次第に歌謡的側面を強めて行くことで、絵から
独立した歌謡の演目が増えていったものと思わ
れる。初代の時代は日本でいえば大正から昭和
初期にかけてのころであった。
　拉洋片の演目はどれくらいあるかという質問
に伝承者の陳起環氏は「たくさんある」と答えた。
今回鑑賞させてもらったのは、辛亥革命（1911）
を題材にした「劉大人私訪」という作品で、こ
れにはもちろんネタ絵もあった。演唱時間は五
分程度だったと思う。それほど長いものではな
いが、なかには二〇分ぐらいかかる演目もある
とのことである。辛亥革命のほか義和団の蜂起
（1899）を題材にした「闊王起義」（王を無視
して武装蜂起する意）など歴史物が多いが、西
王母が八仙人を招いて蝿桃会を催した話「八仙
慶寿」、また階の揚帝の話「階場帝下揚州」な
どもあり、これらが今日演じられている代表的
な演目である。すでに伝承が絶えたものもある
が、全体では五十曲、演唱時間の合計は約三時
間ほどになるのだという。ネタ絵の数は西湖景
の伝説に従って八枚を基本とするとのこと。た
だし五十曲は、歌える歌詞の数であり、そのす
べてに絵があるわけでは無さそうである。また、
歌詞はテキストとして書き残すものではなく、
すべて師弟間の口承によるものだとも陳氏はい
う。氏の師匠は自分の演唱が録音されることも
嫌ったらしい。
　上記の「劉大人私訪」や「關王起義」はいず
れも清朝末期の革命的動乱を内容とした現代中
国にふさわしい作品であるが、古くは単なる娯
楽的な内容の作品が多かったらしく、前掲新聞
記事「拉大片的大金牙訪問記」によれば、女性
を中心人物とした「小寡婦上墳」㈹「妓女訴冤」
　（妓女無実を訴える）「大花鮭」などがあった。
これら、レンズを通して女性の絵を覗き見る演
目の類は、まさに文化大革命によって旧風俗と
して排撃の対象となったものであろう。覗き見
るという行為が、元来いかがわしさを含んでい
ることからすれば、かつては狽褻な演目もあっ
たらしい。たとえば胡根喜著『老上海（拉洋片）』
　（学林出版社、2003年刊）には、民国時代のも
のらしい拉洋片の写真を掲げて、その説明に「上
海街頭の拉洋片は俗に「看西洋鏡」といい、外
国の風情が描かれた絵や狼褻な春画もあって暇
な市民が引き寄せられた」とあるし、陳氏の話
でも解放以前は演唱に三〇分も要するような卑
狼な演目もあったという。また「春宮等図、最
圷風気、現巳被警察禁止　」（ポルノなどの絵
は、風紀を乱すこと甚だしいので、今は警察が
禁止している）と記す文献もある。現代中国で
はもちろんこうした作品が上演されることはな
いo
　次に「大花鮭」という演目の歌詞を引用して
みよう。1933年2月2日付r世界日報』誌に掲
載された取材記事で、伝承者は初代大金牙であ
る。
大花＃
　　（原文）
往裏再看又一張，
南郷有一位二姑娘。
二姑娘得了介着床的病，
地許下上泰安神寺去焼香。
渾身衣服倣完畢，
　　　　（日本語意訳）
さあ、また中を覗いて一枚の絵を見よう、
　　　　　　　アルクコニヤン南郷（地名）に「二姑娘」という娘がおった。
二姑娘は病んで長く病床についていたので、
泰安神寺へ参詣に行くことにした。
身にまとう衣服はすべて作り終えたが、’
一396一
中国のくのぞきからくり〉　一拉洋片一
就剰下一双花鞍未倣上。
紅鍛子買了三十六疋，
鋼針買了一皮箱。
四外又把裁縫請，
有十八介裁縫来到家郷。
九介裁縫倣鞍底，
九介裁縫納鮭帯。
十八介裁縫未倣上，
　　　　　　けぐ　還有那十八As　y　ea常着忙。
在花鮭頂上繍了一奈蓮花辮，
広絨線用了四拾筐。
他椚将花鮭倣完畢，
　　　　Cv　■）有十八介Y環拾到上房。
二姑娘一見両眼落下了涙，
傘過花箪封斯ロ勉強穿上。
穿上花鮭進了一歩，
嘆働噛疹死我了我的親娘。
抜下花鮭留神看，
不好了1
花鮭裏辺緕死了両介裁縫。
地将裁縫拍在了地，
傘過了花鮭又穿上。
穿上花鮭往外走，
遮了両歩到了廟上。
二姑娘進廟門瓢々下葬，
不好了
一厩股桓倒了影壁緬。
圷的二姑娘往前撞，
磁倒了十架橡九架梁。
呼的二姑娘往両労閃，
又磁倒了鐘鼓二楼両廟房。
衆僧一見心好悩，
介頂介的撞刀鎗。
花靴一足はまだ作ってなかった。
そこで絹布の紅鍛子を三十六疋買い、
刺繍針を一ケース買った。
また四方から仕立屋を頼み、
十八人の仕立屋が家にやって来た。
九人の仕立屋は靴底を作り、
九人の仕立屋が靴の側面の刺し子縫いをした。
十人人の仕立屋でもまだなかなか完成しないので、
さらに十八人の女中まで忙しく手伝った。
花靴の上には蓮の花びらを一つ刺繍し、
広絨線という良い刺繍の絹糸を大籠で四荷も使った。
彼らが花靴を作り終えると、
十八人の女中たちが部屋まで担いで来たe
二姑娘はそれを見るなり両眼から涙を流し、
花靴を手に取ると履き口が狭いのでむりやり足を入れた。
花靴を履いて一歩踏み出すと、
えよよ！　痛くて死んじゃうよ、お母さん。
花靴を脱いでよく見れば、
あら、いけませんわ！
花靴の中に二人の仕立屋が圧死しているよ。
彼女は花鮭を逆さまにして仕立屋を出し、
手に取ってまたそれを履いた．
花靴を履いて外へ出て、
少し歩くともうお寺に着いた。
二姑娘はお寺の門に入ってしなやかに礼拝すると、
あら、いけませんわ！
お尻がぶつかって門の目隠し塀が倒れた。
びっくりして前へ進むと、
　　なろt十の垂木と九つの梁を突き倒した。
驚いた娘が両側へ避けると、
本堂の両側の鐘楼と鼓楼も突き倒してしまった。
お坊さんたちがそれを見て怒り、
めいめい刀や槍を振り回した。
哨打了由那来了這一介癒姑娘。あそこに来た気違い娘をやっつけろ。
二姑娘聞聴要打架，
好好好！　抜下花鮭空中揚。
只聴見艘ロー声響，
了不得咀1　在花鮭裏辺
　　拍住了三千六百禿和尚。
衆僧人裏辺全都納了悶，
是忽磨這一会工夫不見日光。
二姑娘像収宝貝収宝貝，
大家秋認侮倣Ar乾娘。
二姑娘はそれを聞いて喧嘩の相手になろうと、
さあ、かかっておいで！　花靴を脱いで空高く投げ揚げた。
何も見えないようという声が聞こえて、
大変だ1　花鮭の中に
三千六百人のお坊さんたちが入ってしまった。
お坊さんたちはみんな中に閉じこめられて、
どうして一瞬のうちに日の光まで見えなくなったのか。
二姑娘よ、貴女の宝物は収めてください、
私たちはみんな貴女を母として慕いますから。
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二姑娘聞聴眠瀞嚇的笑，　　　二姑娘はそれを聞いて女らしくにっこり笑い、
傘過花軽又穿上。　　　　　花靴を取り上げてまた履いた。
穿上花鞍回家転，　　　　　　花靴を履き、家へ戻りかけて、
不多一時来在道勇。　　　　　まもなくすると道のほとりに出た。
二姑娘満道上拉了一泡尿，　　二姑娘は道いっぱいに糞をして、
肇了十八畝好高粗。　　　　　十八畝の良いコウリャン畑を覆ってしまった。
一畝地打一石，　　　　　　一畝に十斗も採れ、
十畝地貫満了愈。　　　　　　十畝で倉がいっぱいになったものを（ああ、もったいない）。
二姑娘撤了一泡尿，　　　　二姑娘が尿をすると、
流了漂州和良郷。　　　　　　漂州と良郷（地名）が水浸しになった。
滴的山西一介鮎，　　　　　　尿が山西の地に滴ると、
山西冊個喝了湯。　　　　　山西の男たちはそれをスープにして飲んだ。
多M5丁山西的研椚会浮水，　　幸い山西の男たちは泳げたので、
浮水来在直隷地，　　　　　泳いで直隷地まで来て、
直隷地内開染房。　　　　　　そこで染屋の工房を開いた。
我税這話明公侮不信，　　　この話を諸君は信じないか。
伽留神礁介頂介的髭子発了黄。　私の話をよく聞いてください、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑が黄色になっている諸君よ。
為什麿罵老西遣口様苦？　　　なんで山西の人たちはこんなに苦労しているのか？
因為一介白布没與回紅。　　　それは白い布を一枚染め汁の缶の中に入れなかったからさ。
（注）＊歌詞中の「個jは「介」に換えてある。
　　＊口の部分は消えて判読できない文宇である。
　この話は、赤い縫い靴を履いて教会へ行こう
とした娘が、その靴を履くと足が勝手に踊り出
し、自分の意志と無関係に動いて、どこまでも
踊り続けながら進んで行かなければならなくな
るというアンデルセンの童話「赤い靴」を連想
させる。しかしそれと似ている部分がないでは
ないが、これはいっそう荒唐無稽な話に満ちて
いる。病弱な娘が寺院へ参詣に行くという話か
ら、われわれは中国古来の風習だった纏足した
小さな足に、花靴を履いて弱々しく歩む女性の
姿を思い浮かべるだろう。しかし、その花靴を
履く足たるや途方もなく大きなものだった。大
金牙が身振りを交えた話芸によってこれを演じ
たとき、大衆が腹を抱えて爆笑したであろうこ
とは想像に難くない。大金牙には演唱する声の
魅力もあったらしく、その上レンズを通して中
の絵を覗き見ることで、観客の興味はいっそう
増したであろう。字余りの歌詞は多いが、基調
となっているのはやはり七字句である。
6　演唱
　陳起環氏の名刺に「単口相声演員」とあるよ
うに、北京拉洋片の伝承者は「単口相声」すな
わち民間芸能としての語り（歌）にその芸能的
な価値を置いている。そのためか、ネタ絵は素
朴な彩色画で、日本の押絵のような豪華絢燗さ
はない。しかもまた線遠近法を強調した絵でも
ない。陳氏の自慢もまた、1999年7月から2000
年7月までの一年間に、北京の新東安市ts　“s）
の地下に造られた「老北京一条街」で、500回
の出演記録を打ち立てたこと、さらにまた二十
日間一度も休まず、日々約十三時間の連続演唱
記録を達成して、拉洋片芸名「陳金牙」を得た
ことである｛19）。
　ちなみに陳起環氏が演唱している「八仙慶
寿」の歌詞例は次のとおりである。
　　蓋咀再往里看呵、又一又一編呵、
　　年々有A［三月三、三月三王母娘々呵、
　　幡桃大会了、
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不少来了衆八仙螂、漢鍾離是為領班、
身穿着一件□
大紅杉蒋尚聯、撃一把桃花扇、后呂洞賓、
身配有仙竜泉…・
　＊五行目のロはノの発音で、口語でよく
　　用いられるというが文字は不明。
　歌詞は、「往里礁往里看」または「往里再看
又一張」あるいは「看了一張又一張」といった
文句を最初に置いて、聴衆の注意を喚起してか
ら内容に及ぶのが定型となっている。また全体
に字句が七七調になっていて節に乗せやすい歌
詞にもなっている。
　陳氏の説明によれば、演唱の曲節には十三の
種類があるといって、その幾つかを歌ってくれ
た。また十三の音階を使うのだともいう。そう
した音階が実際にあるのかどうかは確かめ得な
いが、少なくとも当人が演唱の音楽的な技術の
点に価値を置いていることは間違いなく、彼は
またその第一人者を自任してもいる。
　確かに陳氏の歌声には聴衆を惹きつける魅力
がある。そしてそれはまた初代大金牙の芸の魅
力でもあった。観客は絵を覗き見るよりも大金
牙の演唱する歌声に惹きつけられて屋台の廻り
に集まってきたという。そのため彼は、拉洋片
を廃して専ら演唱する芸に身を転じ、天橋地区
に歌のための小屋掛け（「唱棚」）をしたほどで、
彼の娘二人もまた「大鼓」という語り物の一種
を演じる芸人として活躍している（r世界日報』
1933年2月1日付記事）。
　なお、拉洋片の演唱は打楽器を伴奏として行
なわれる。演唱者は前述のように屋台の横の踏
み台に立って演唱しながら、句の切れ目で太鼓
・銅擢・シンバルを間奏曲のように賑やかに打
ち鳴らす。一編の作品はその繰り返しで上演さ
れ．る。辺りに響き渡るその楽器のリズムと歌声
は客引きの効果も持っている。
7　杭州・周荘拉洋片取材記録
（1）西湖河坊街の拉大片
　　古来、風光明媚な地として知られる杭州西
湖の近くに、河坊街という観光用に保存されて
いる七百メートルぐらいの通りがある。ここで
「拉大片」を演じているのは魯立清氏、四十五
歳（2007．04現在〉である。その名刺には、
　　中国民間工芸美術家
　　河北省民間文芸家協会会員
　　杭州清河坊民間芸人協会会長
と肩書を記す。
写真9　杭州清河坊歴史文化街区の魯立清
◇屋台の構造
　写真9のように北京拉洋片の屋台と同じであ
る。覗き穴は五つ。ガラ箱の上の看板絵は、内
部のネタ絵とは違って、拉洋片が演じられてい
た昔の様子を、無彩色の線画で描いてある。ガ
ラ箱の横には銅鐸・太鼓・シンバルが据え付け
られてあり、片手で操作できるように布紐を下
げてある点も北京の場合と同じである。ネタ絵
を収納する箱の横にある操作紐は、青糸と赤糸
に色分けされて計十二本。各一本は、絵がうま
く上下しなかったときの調整用らしい。なお、
箱の中を明るくするために、ガラ箱の上に裸電
球を吊り下げている。
◇演目
　民間の伝説をもとにした十個の演目があると
いうが、それぞれが独立した作晶ではなく、各
伝説の絵が一枚ずつあるもののようだ。そのう
ちの六つは次のとおりで、これらの絵が一枚ず
つ箱の中に入っている。
　「河坊街的故事」「小核模魚」「武松打虎」
　「白娘子的故事」「包公怒測陳世美」
　「西遊記的故事」
　歌詞が書かれたテキストは無く、定型句以外
は絵の説明を自分で適当に歌っている。
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◇ネタ絵
　中のネタ絵は一つの演目に対して一枚、それ
ぞれ上ii己の演目に対応した一枚の絵を全部で六
枚内部に収めてある。このうち「白娘子的故事」
は、白蛇伝として知られる西湖ゆかりの物謡で、
ネタ絵には写真10のように蓮の花が咲く西湖で
の白蛇の粘白娘子と許仙（許宣）との出合いの
場而が描かれている。人物が停んでいるのは白
堤、また左側に控える僧侶は法海禅師、そして
白抜きの五層の塔は蛍峰塔であろう。色彩よく
巧みに描かれているが、線遠近法の描法は用い
られていない。その他のネタ絵も同様だった。
◇演唱
写真10　「白娘子的故事」の絵
　　　　　（魯立清の屋台）
歌い始めの定型句は次のとおりである。
　大幕徐々拉開、又啄又一編冴、接着（歓迎）
　往里看呪
このあと一枚の絵を覗かせて、
　白娘子的故事啄就在里辺、大水滝了金山寺
　呵、…・法海是窓様来把白娘子関到雷峰
　塔里辺的、我再給侮変一次・…白蛇伝的
　故事就到送几完了
などと物語の概要をほんの少しずつ歌ってゆく。
　一つの物語の展開を数場面に分けて歌うので
はなく、異なる物語の六枚の絵を次々に紹介し
て面白く見せるための、いわば観光用の演唱で
あった。
◇楽器
　屋台横に取り付けた三つの打楽器は北京のも
のと同じだが、これと別に彼は「快板」を巧み
に打ち鳴らして、群衆の興味をひいている。「快
板」は竹の板を数枚合わせた打楽器で、少し大
きめの竹板二枚を右手に持って打ち鳴らし、左
手でそれより小さな竹板五枚を連ねたものを速
いリズムで打ち鳴らす。中国民間芸能における
語り物や歌に使用されてきた楽器である。
◇起源
　最初は北京から始まった、と魯立清氏はいう。
◇継承関係
　この芸を始めて十数年になるという。名刺の
裏面には、拉大片のほか糖塑（飴細工）の制作
や色紙を使った切り絵のデザインなどにも精通
していると書かれている。また、拉大片の師匠
は北京の陳金牙（陳起環）だという。出身は北
京らしい。
　魯立清の特徴は、演唱の文句から分かるよう
に、箱の中の絵に人々の関心を誘う点にある。
歌を聞かせる北京の陳起環の芸とは異なり、快
板を鳴らし音楽的要素を巧みに利用して人々の
興味を箱の中の絵に導くのが彼の拉大片の芸の
特徴となっている。料金は五元だった。
（2）周荘の拉大片
　上海市西部の観光地として知られる水郷の町
周荘（周庄）で「拉洋片」を興行しているのは
石風勤氏、六十歳（2007．〔｝4現在）。頭には弁髪
風に付け髪を垂らしている。石氏の家族は、祖
父の代からこの芸をする芸人一家だという。事
実ならば清朝に遡る西洋鏡の時代からの流れで
ある。
写真11周荘の石風勤
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◇屋台の構造
　ガラ箱の色と構造ともに杭州の魯立清の屋台
と類似しているが、こちらはもっと簡素である。
覗き穴も四つしかない。ガラ箱の上の看板絵は、
内部のネタ絵とは違って、やはり拉洋片が演じ
られていた過去の様子を多少彩色して描いたも
のであった。なお、屋台は祖父の時代からあっ
たが壊れたので復元したのだとのこと。
◇演目
　演目は自分で創作したもので、伝統的な作品
は無いとのこと。
◇ネタ絵
　上演する物語の一場面を、人物を中心に描い
たもので、これも線遠近法を用いた絵ではない。
箱の中の絵は六枚、その他に周荘の町の水路と
石橋を大きく写した、上演開始と終わりに下ろ
す綴帳のような写真が一枚ある。上演する絵は、
箱の中に納められている絵の他には所持してい
ないという。絵の作者は誰か教えなかった。河
坊街の魯氏の絵と共通するものとして「小核模
魚」があった。
◇起源
　根拠は知らないが、清朝の同治年間（1862－
74）に北京の天橋から始まった芸能であると述
べる。また大金牙の名は知っていたが、現在の
陳金牙のことは知らなかった。父祖の芸はもと
西洋鏡を受け継いだものではなかったか。本人
も若い頃は南京近在を渡り歩いた民間歌手であ
ったというから、遊芸の徒だったようである。
◇継承関係
　石氏もまたこの芸を始めて十数年になるとい
う。彼はもと舞台で歌う歌手だったそうで、こ
の芸を始めたのは年配になってからである。祖
先から代々受け継いだもので、祖父も父も興行
したとのことであった。料金三元で見せている。
写真12　「小核模魚」の絵
　　　　（石風勤の屋台）
◇演唱
　歌う部分は冒頭の一部分で他は最後まで早口
の語りであった。ガラ箱の横の楽器はほとんど
使わない。箱の中の物語的な場面の絵を次々に
説明してゆき、終わりに周荘の観光客にとって
これが良い思い出の一つになることでしょうと
語り収める。
一401一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第45号　2008
［注］
（ユ）三E樹村署r中国民lilj美術史」「西湖景篇」（嶺南
　　美衛出版社2004年刊）では、「点線人j一という
　　芸があったことも紹介する。これは、拉洋片の
　　少し小さめの箱の中に吊した木製の人形を動か
　　　し、人形の動きに従って演唱者が物語の内容を
　　歌うもので、　r白蛇伝』や「西遊記』に登場す
　　る冑蛇・白蛇・許仙・怯海、猪八戒・孫悟空・
　　沙僧・妖魔鬼怪などの人形があったという。さ
　　らに同樽では映画が普及し始めた頃の拉洋片衰
　　退期にガラス瓶の中の女性の裸体画を見せる
　　　「看瓶子」という商売があったことも記す。
（2）以下、　『世界1ヨ報』1933年1月31日～2月5日
　　付記事「拉大片的大金牙訪問記」を参考にした。
　　　「金牙」のあだ名について、北京市宣武区（北
　　京老天橋》画冊編委会他編「北京老天橋』（北
　　京出版社、1996年）では、小柄で肥っていて目
　　が小さく、いつも目を細めて笑っていたが、口
　　が大きく大きな金歯を露わにしていたのでこの
　　あだ名が付いたと記す。なお、拉大片取材記事
　　としては『京報』1929年5月12日付「民間雑戯
　　大金牙」もある。
（3）前掲『北京老天橋』では「河北河間縣人」とす
　　る。
（4）「本人世代以拉大片為業、祖伝之父、父伝之本
　　人。本人自十二歳時、即随家父走江湖」〔r世界
　　日幸艮』　1933，02．01）e
〔5）前掲『北京老天橋』。
〈6＞子どものころ、天橋地区で拉洋片を覗いたとい
　　う、五十歳代の北京市民は今もいるが、前述の
　　ように文化大革命によって完全に消滅させられ
　　てしまった。
（7）王樹村著『中国民間美術史」（嶺南美術出版社
　　2004年刊）所収「西湖景篇」。
（8）「世界日報』の取材記事では、北京に来た年を
　　本人が、辛亥革命直後の民国元年（1912）と言
　　い、また「焦執拉片業、凡二三十年。足跡所至、
　　約七八省」ともあり、さらに故宮に招かれた大
　　金牙が清朝最後の皇帝愛新覚羅簿儀（1906生s
　　在位1908～12）の退位後に拉洋片を演じて見せ、
　　大変なお褒めにあずかり、金八十元を賜ったと
　　いうエピソードも伝える。大金牙は、1933年当
　　時四十二歳とあるから、生年は1892年ごろであ
　　り、民国元年当時は二十歳である。
（9）r世界日報jl933年1月31日付記事「拉大片的
　　大金牙訪問記」。
（10）前掲、王樹村著「中国民間美術史」「西湖景篇」。
（U）一般に西湖十景（断橋残雪・平湖秋月・曲院風
　　荷・双峰挿雲・蘇堤春暁・柳浪開鶯・三潭印月
　　　・雷峰夕照・花港観魚・南屏晩鐘）として知ら
　　れている。
（12）たばこと塩の博物館編集図録「特別展阿蘭陀趣
　　味一一鎖国下のエキゾチシズムー』（1996）掲載
　　図像、プレデリック・カズナーヴ（L．ボワリ
　　原画）画「反射式のぞき眼鏡」（神戸市立博物
　　館所蔵）。
（13）河野実「民間における西洋画法の受容について」
　　　（町田市立国際版画美術館編集『「中国の洋風
　　画」展：明末から清時代の絵画・版画・挿絵
　　本』1995年所収）。
（14）新関公子「ジュゼッペ・カスティリオーネ（郎
　　世寧）の生涯とその評価」（同上『「中国の洋風
　　画」展：明末から浩時代の絵画・版画・挿絵
　　本』1995年所収）。
〈15＞神戸市立博物館編集図録『眼鏡絵と東海道五拾
　　三次展：西洋の影響をうけた浮世絵』（1984）
　　解説、Ed．ド・ケーゼル「眼鏡絵一民衆版画
　　の知られざる領域（抄）j坂本満訳、原文は1962。
（ユ6）『米澤嘉圃美術史論集」（上巻　国華社、1994年
　　発行）所収「中国近世絵画と西洋画法」1949。
（17）前掲「中国風俗辞典』に引用する歌詞「往里礁
　　来往里看、小寡婦上墳在里辺、頭戴白来身穿孝、
　　小eeJL一撒畏了AI歓」（中を見なさい。寡婦が
　　お墓参りをしているところです。頭には白い布
　　をかぶり、喪服を着て、顔をしかめ、ひどく泣
　　いています）はこの作品であろう。
｛18＞北京市王府井大街にあるショッピングセンター。
　　そこには昔の北京市一条街を部分的に復元した
　　　「老北京r－一一・条街」が設けられている。
（19）いずれも同氏の名刺による。なお、陳氏が陳金
　　牙の芸名をもらったのは三代目に付いて五年後
　　のことだったという。
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◇付録北京拉洋片資料
　ここに掲載した資料は・中華民国時代に北平（北京）で発行された新聞『世界日報』（中華民国
十四年二月十日創刊）において、1933年1月31日から同年2月5日にかけて連載された取材記事で
ある。北京天橋における拉洋片芸人の様子を知ることができるだけでなく、中国近代の民衆生活史
の史料としても貴重であり、かつ入手が難しい文献なので、長文ではあるが敢えてここに原文のま
ま掲げることにした。なお、旧字体はできるだけ今日通行の字体に改め、かすれて判読しにくい文
字は口とした。ただし、他の資料を参考にして可能な限り判読につとめた。
※本文は、駿河台大学メディアセンター所蔵のマイクロフィルムによった。
　マイクロフィルムの作成は「中華全国図書館文献縮微中心」である。
拉大片的大金牙訪問記 （記者柱字）
　　　焦金池係大金牙之名
　　　　　祖孫三輩皆能ヨ争銭
【特訊】拉大片，一名拉洋片，一名西湖景。其
法，以彩色絵就之画片，或為山水，或為人物，
或為亭台楼閣，八片十片不等，各寛約三尺，高
約二尺余，嵌置於鏡権中。将此項鏡片，貯於厘
内。厘前，有鏡頭数個，可由鏡頭，窺見画片。
因該鏡為放大鏡，約可放大二三倍。則由鏡頭窺
視画片時，乃麗然而大，幾与真正之山水人物，
高台楼閣相等。初見者，以為一種之奇観。該項
厘穿，尚有羅鼓家秋，各以縄繋之。執斯業者，
背負其匝。択人衆聚集之揚所，以架揮支其厘，
趾縄之一端，則鍵鼓斉鳴。好事者，以及付近之
傭姐児童，聞声畢集。拉大片者，乃以編出之順
口狸詞，唱出怪声，作諸怪状。逗引観衆，出銭
看画片。其実，該種画片，皆出俗工之手，無甚
可看。好在執業者索銭不多，知識幼稚者，尚楽
之不疲。故各省市県村荘，毎値新年，此類拉大
片者，所在皆是。有焦金池者，其口内，嬢金牙
一一魔＝C一般人呼之為「大金牙」。焦執拉片業，凡
二三十年。足跡所至，約七八省。其家頼以生活
者，達十余人之多。而大金牙之名，遂M伝於華
北人士之耳鼓。焦来北京後，在天橋営業，上中
下三等人物，皆喜玲其唱。而不看大片。焦遂棄
大片，而専以売唱為務。今天橋，尚有焦之唱棚。
焦出擁時，囲而聴者，環立如堵。値廃歴新年，
焦毎日之収入，在一二十元以上。吾人若至天橋，
探i拘大金牙，無不知者．惟只知其為大金牙，不
知其為焦金池耳。記者特於昨日傍晩，赴天橋福
長街二条一号焦之寓所訪問。焦接見後，与記者
談話如次・・
金牙有子
　記者間■i焦君之家庭如何？　焦答・本人今年
四十二歳，河北粛寧県城北劉家鳩人。父母年各
六十余，倶健在。本人有子一，名小丑，今年十
七歳。有女二，長秀蘭，今年十九歳。次秀雲，
今年十五歳。本人唱撫，在此問付近。惟本人在
最近以来，体弱多病，常苦不能獣技e則由両女
唱大鼓，家父弾絃，以饗観衆。有時，小丑唱大
片，観衆亦殊大楽e不過，唱完収銭，若本人在
場，則榔者非常踊躍。本人不去，観衆又多不肯
頒賞。蓋売芸者，有人縁好与不好之分也。
西河大鼓
　記者間・・秀蘭秀雲，所唱大鼓，係敲鉄片，是
否梅花大鼓？　焦答■一大鼓之比較大雅者，当然
首推i劉宝全一類之京音大鼓，次則梅花大鼓1亦
自成一種之派数。此外，尚有各種之「怯大鼓」。
如関東怯大鼓，山東怯大鼓，京東怯大鼓，河西
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怯大鼓。因其口音別致，亦殊特具風味。今在天
橋営業者，各種倶備，各有一部分之叫座力。本
人原籍，属河間府轄境，位於河西e此河西派之
怯大鼓，通称河西大鼓。因為故郷関係，両女乃
学成此河西怯大鼓。在天橋鵠技号石之力寛為天
橋之冠。談者イ乃帰功於本人之人縁好，本人亦只
好敬謝各界緒公之捧揚而巳。　　（未完）
　　　　　　　　（以上、1933年1月31日）
　＊次号（1933，2．1）に次のような訂正記事が載る。
本文の「才」は訂正済みであるが、「西河」にっい
ては文意が曖昧なのでそのままにしてある。
　【更正】本記昨載・・小丑今年才七歳。「才」娯植
「十」。又此河西派之大鼓，通称西河大鼓。晒河」
誤植「河西」。
価格，至極低微。在前清光緒年間，毎人毎次，
僅収有孔制銭二文。後単銅元充斥市面，則改収
銅元一枚。入民国後，華北各地，以及湖広一帯，
全用双銅元，又改収大銅元一枚。一般拉大片之
価格，至此而止。因此種小玩芸，只合収最低価
格也。同業諸人，出外営業者，往郷村者最多，
至通商大埠者極少。惟本人之長処，在唱而不在
大片。故無論達官貴入，富商大質，以及老姐濡
子，販夫走卒，成以一聴為快。故本人所至，多
為通都大邑。本人享名之始，在保定府。厭後，
而奉天，而営口，而大連，’旅順，太原，石家荘，
天津，凡華北名勝之処，本人皆曾前往観光。計
執業半生，名満華北。在雛虫小技者，実不勝栄
幸也e
　　　大金牙名満華北
　　　　　毎位銅元両大枚自大金牙始
師徒相伝
　記者間・・拉大片営業，亦須師徒相伝乎？　焦
答一拉大片業，錐為一種之営業，但此項業務，
例須所至　熱閑揚所而売銭。孤身出外，挙目無
親。所侍以扶助者，豚為不曾識而之朋友。則江
湖上之礼法規則，在所必須了解。又如製得一具
大片以後，鍵殻如何打？　拉片時，如何唱？
唱時，更如何表情？　遇何人，須行礼？　遇何
人，須有賛敬？　一切皆非熱詰不可。本人世代
以拉大片為業，祖伝之父，父伝之本人e本人自
十二歳時，即随家父走江湖。今在天橋，以拉大
片為業者，有一羅柿然，今年二十六歳，北平人。
一般入呼之為r小金牙」。此人，乃本人之門徒也。
其人，態度尚不悪劣，有本人之作風e惟口音甚
小，唱不甚著名．在天橋，迄難得意。
　記者問・・拉大片業，在江湖上之規則，大致如
何？　焦答・・此項規則，不足為外人道。其比較
公開者，如衙署班房中入，常向拉大片者索銭，
非給不可。又如砲礪頭之乞再t照例不向拉大片
者討要。此係規則，亦有来歴也。
最低価格
　記者間・・焦君足跡，凡至若干処？　焦答・・執
斯業者，無論城鎮村荘，皆可前往。其看大片之
不看大片
　記者間・・焦君以何時至北京？　焦答・・本人到
北京時，約在民国元年。其時，本人｛乃拉大片，
而以敲錘敲鼓与唱腔相和，為号召観衆之法．本
人之大片，在天橋一擢，観衆即一轟而聚。然高
唱之際，囲口以数百計，請客看大片，又無甚入
座者。本人憤極日・・明公大人椚！　不看大片只
聴唱，我無飯吃　。衆人則日一我不看大片只聴
唱，亦照例給銭，可乎？　本人自思，不看大片
給銭，計亦良得，乃於唱畢一段，即向観衆収銭。
観衆殊慷慨解嚢無吝色。本人即将大片価格，提
高為毎位両大枚無論看大片，抑或聴唱，一律収
銭。不過観衆有給十枚二十枚者，又口特賞，出
於本人希望之外也。如此十余年，囲於本人大片
之四周聴唱者，或以入遥過深，停立二三小時，
｛乃俳徊不去。或勧本人搭棚設座位，以備観衆之
休憩。本人従之，且於近労設小茶館，章棄大片
而専事歌唱。観衆称便，各拠座作長時間之勾留，
或就茶館品茗。此本人由拉大片而改搭唱棚之沿
革也。　（来完）
　　　　　　　　　　（以上、1933年2月1日）
　　　薄儀曾賞給大洋八十元
　　　　　勝利唱片之一段唱詞
亦応堂会
　記者間一焦君既以唱薯名於時，有時亦応堂会
否？　焦答一拉大片，・向無応堂会之事。本人既
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時，即約本人加入。本人乃随大鼓，相声，諸芸
入，同時献技。蓋唱大片者入堂会，実以本人為
創始也．
　記者間一一焦君在堂会中，如何唱法？　焦答・・
将鍵鼓架，擢於台之正中，本人在労拉縄，敲動
鋸鼓，唱成各種之詞曲。其詞曲毎種，各有名目，
如戯名然。毎種詞曲，多或一二百句，以至三四
百句不等。
也算入宮
　記者間・・焦君之唱，亦曾入宮乎？　焦答・・本
人至北京，係始於民国元年。其時，清廷業已退
位，故未躬逢供奉之盛i。但民国二年間，今之叛
徒，昔之廃帝博儀，曾石本人入宮。本人至後，
為唱『勧人方』一一一段。淳儀大楽，賞給大洋八十
元。
　記者問・・焦鴬之唱詞，当妙不可言。何妨抄示
一段，以公社会？　焦iヨ・・可。旋嘱人為抄出唱
詞一段，付記者。且日・・此詞，名『大花鮭』，係
曾経勝利公司，灌入唱片者。其他唱詞，比較冗
長，一時不及抄録。記者視其唱詞，鄙便不文，
不惟無韻脚，掬且不合轍口原則。照録原詞如下
大花鮭詞
往裏再看又一張，南郷有一位二姑娘，二姑娘得
了個着床的病，姓許下上泰安神寺去焼香。渾身
衣服倣完畢，就剰下一双花鮭朱倣上。紅鍛子買
了三十六疋，鋼針買了一皮箱。四外又把裁縫請，
有十八個裁縫来到家郷。九個裁縫倣鮭底，九個
裁縫納鮭霜。十八個裁縫未倣上，還有那十八個
Y環帯着忙。在花鮭頂上繍了一個蓮花弁，広絨
線用了四拾箆。他椚将花鮭倣完畢，有十八個Y
環拾到上房。二姑娘一見両眼落下了涙，掌過花
鮭蜥口勉強穿上e穿上花鮭適了一歩，咬嘲吻痕
死我了我的親娘。抜下花i硅留神看，不好了！
花鮭裏辺排死了両個裁縫。姫将裁縫相在了地，
傘過了花鮭又穿上。穿上花鞄往外走，遙了両歩
到了廟上。二姑娘進廟門瓢々下拝，不好了　一
厩股梗倒了影壁癌。圷的二姑娘往前撞，磁倒了
十架橡九架梁。rF的二姑娘往両労閃，又磁倒了
鐘鼓二楼両麻房。衆僧一見心好悩，個頂個的撞
刀鎗。哨打了由那来了這一個癒姑娘。二姑娘闘
聴要打架，好好好！　抜下花鮭空中揚。只聴見
艘ロー声i響，了不得駐！　在花鮭裏辺抽住了三
千六百禿和尚。衆僧入裏辺全都納了悶，是急塵
這一会工夫不見日光。二姑娘侮収宝貝収宝貝，
大家侠認伯｛倣個乾娘。二姑娘聞］聴混着嚇的笑，
掌過花i蛙又穿上。穿上花鮭回家転，不多一時来
在道券。二姑娘満道上拉了一泡尿，漿了十八畝
好高糧。一畝地打一石，十畝地貫満了倉。二姑
娘撤了一泡尿，滝了源州和良郷。滴的山tU－一個
黙，山西寄｛門喝了湯。多噺了山西的寄1門会浮水，
浮水来在直隷地，直隷地内開染房e我説這話明
公弥不信，弥留神礁個頂個的鶴子発了黄。為什
廃罵老西這口様苦？　因為一個白布没与回紅。
　（来完）
　　　　　　　　　（以上、1933年2月2日）
　　　芸人之長処為「帥」「怪」「壊」
　　　　焦之唱片共四塊八面
焦之心得
　記者間・・焦君唱大片，既能轟動一時，果有何
種之心得？　焦答・・売芸人之特長，可分三種一
一日帥，二日怪，三日壊。此三者，皆須有過人
之処，始能受一般人之歓迎。如練把式，要刀槍，
捧践，中旛之類，為真正本領，非武勇超群不可。
則謂之帥。又如従前花狗熊，大茶壺之類，其一
言一動，姿式装束，与一般人週異。見者為妊奇
心所駆使，亦多環立而観。則謂之怪。又如説相
声，必一人装俊，一人処処占便宜。而其態度口
吻，極似一好狡之流。則謂之壊。談天橋者，有
「八大怪」之語。而将本人，列入八大怪之一。
蓋本人之i致力処，全在一怪宇也．
怪之分析
　記者間・・焦君之怪，可得聞勲？　焦答・・分析
言之・・可分唱詞怪，喋音怪，咬字怪，唱法怪，
姿式怪之数種。如大花鮭之唱詞，怪誕不経，為
人事中所無。然其文意浅顕，聴者極易了解，且
能迎合一般人喜開玩笑之心理。故本人唱詞，可
謂一種之平民文学，有深入民間之功敷。比之長
篇大論，囎字咬文者，似尚富含動人之魔力。又
如歌唱嘆音，在皮黄中，有生旦浄丑之分。．其韻
味，皆一般人習聴者。本人之喋音，則調低而唖，
出於生旦浄丑種種嘆音之外。喜其寛敵濃厚，亦
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白成為一種之楽音。又如咬字，唱皮黄者，皆宗
中州韻，雌或重京音，或鉱徽音，或重漢音・要
皆大雅堂皇，為一種極普通之音。独本人之咬宇，
諜中州韻，非京膏，非徽音，非漢音，而為一種
之怯音。聴者覚其鄙狸可笑，然発音清晰，了了
可弁。一・般人遂亦専其怪，而嗜之若：渇。又如唱
腔，一般唱者，非探母，即捉放，非「想起従前
涙紛紛」，即「正月疾迷正月正」。而本人之唱腔、
非大戯，非小曲。畜能自成一種之風味，亦可排
遺，亦可解願，故亦有叫座之力。
懇態可掬
　記者間一焦君姿式之II量法如イ可？　　焦答・・一殖没
芸人之姿式以漂亮為主。然漂亮的競争，無窮無
尽，種類繁多。所謂漂亮者，又未必即為真正漂
亮。故研究漂亮，殊有種種之困難．惟本人以郷
下人本色，為一種之優姿式。観者一見，即覚其
慈態可掬，而本入於態態之中，尚入以若干之恢
譜。目之一瞬，舌之一伸。観者出於意料之外，
乃至忍俊不禁。総之，表面碓怪，実亦在情理之
中也。
灌入唱片
　記者間・・焦君之唱，曾入留声片中。共有幾家
公司約請灌唱，共瀧入幾面？　焦答・灌唱留声
片，最初只有戯劇。豚後，因聴者之需要，和尚
騨麻念経，相声口技諸雑要，亦倶灌入。然唱片
公司，久来約本人灌唱。後勝利公司、約本人試
唱数片。製成後錆路寛超出戯劇之上，去年百代
公司来口湛片時，乃亦約本人灌唱。計本人所灌
唱片，共為四片八面其詞名，則為大花鮭，小寡
婦上墳，妓女訴冤，誇美人e尚有商亭落開諸公
司，因本人唱片，鋪路甚佳，亦曾派人与本人接
治。将来，更須次第灌唱。　、（未完）
　　　　　　　　　　（以上、1933年2月3目）
　　　蓑天景李淳風発明大片？
　　　　　何来西夏貢美女事
両位始祖
　記者与焦，談至此，忽見焦之室内賠上，貼有
黄紙条二張，一・書「哀天綱之位ユ，一書「李春峯
之位」。
　記者間焦v・此両神位，為如何入？　焦答・・此
為拉大片之始祖。本人供奉始祖，以誌飲水思源
之意。先生幸遇本人，尚知大片之来歴。若訥之
其他拉大片者，則皆瞠目不解也。
　記者大疑，不知此二人，為何時人？　何以有
此大片之発明？　問焦。焦答・・此二神，不知為
何代人。但知為帝王之護国軍師，同時而同其任
務。至今風鑑卜簑者流，皆以此二神為宗。先生
為報界人，何以不知此二神？
　記者思索良久，忽悟為「哀天霊，李淳風」，乃
失笑日・・有之，二神為唐太宗時人。蓋焦不識字，
該紙条乃託人代書。故六字寛錯写三字，而焦不
覚也。
美人工愁
　因問・・此二神，何以為拉大片之始祖？　焦答
・・沁岺蝠ﾐ，係由哀李二古人発明。至其事実縁
起，則言之甚長e縁此二古人，係一皇上之護国
軍師。其時，西貢献美女入貢。皇上見之，竜顔
大悦。納入後宮，封為妃。進御後，皇上寵愛備
至。但美人工愁善整，入宮数月，迄無笑容。皇
上設法戯逗，其術既窮，美人｛乃欝欝寡歓。皇上
憂之，自思・・如此美入，若観其笑容，則為不負
此九五之尊臭。而詞之文武百官、亦倶束手無策。
皇上又向美人椀喩日・・天上神仙府，人間帝王家。
妃子在宮中，看不尽的美景，聴不尽的笙歌，穿
不尽的綾羅鍛疋，吃不尽的山珍海味。要如何，
便如何。有何不満意処？　皇上問之既久，妃子
終揺首不答。
掬指一算
　記者間・・然則此美人万金難買其一笑茱？　焦
答・・皇上焦慮久之，忽憶・・軍師軍師，有事先知。
乃令内侍伝旨，喚雲李両軍師。両軍師入宮，皇
上命両軍師，占算美人不笑之故．両軍師掬指一・
算同時啓奏日・・美人不笑，雰嫌享受不足，乃思
郷也、皇上日一美人既入宮，何得還郷？　此一
難題　。両軍師又奏Ei一美入思郷係思念故郷湖
山，及亭台楼閣之類。不以還郷為限。皇上間・・
美人思念故郷湖山，亭台楼閣，亦有法乎？　両
軍師日・・有。
垂簾談護
　皇上間・・其法如何？一両軍師iヨ・・可請美人与
陛下談話，臣等於垂簾之外自有作用。皇上問・・
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与美人談何話乎？　両軍師日・・但問麗人故郷之
湖山及亭台楼閣如何，可也e皇上従之，命垂簾，
召美人至。皇上細問美人故郷之景物、美入則答
称一一何処為高山，何処為流水，何処為樹，何処
為石，何処為亭台楼閣，其形状如何、皇上与麗
人，於簾内談話。両軍師則相背而坐，各執彩色
筆，按美人所書，絵成図様，共為八張。絵畢，
取而対照，莫不一相同。幾如真山真水，真正亭
台楼閣，惟高不過二尺五，寛不過三尺，較之真
者為小。　　（未完）
　　　　　　　　　　（以上．　1933年2月4日）
　　　始製大片為八張故名西湖景
　　　　　展転伝観流入民問
一笑傾城
　記者間・・衰李所絵図様，即所謂大片乎？　焦
答・・該八張図様既絵成，哀李両古人，即製一木
匝，将画片装入。而厘之前方，留一直径二寸許
之円孔，為窺視之処。適外洋又入貢，進放大鏡。
由鏡中透視一切人物，乃碩大無朋。衰李両古人，
又将放大鏡，欲於円孔中。即奏於皇上日・・請美
人試観，此画片共八張，為西湖八景。美人観之，
可以排除思郷之念尖。皇上令美人観之。美人坐
於鏡頭前方，以目対放大鏡，向内窺視。皇上則
立於美人之労，静規其変。美人由放大鏡中，注
視画片，則見青山緑水，宛然如真。細視，故郷
湖山也。美人大奇，潜心視之，悠然神往。衰李
両古人，則於厘畔敲鍵鼓。侯美人看畢一張，即
為更換一張。同時，編為種種之唱詞，其第一句，
皆為「往裏再看又一張」。唱詞所言，皆画片中之
説明。美人耳聴鋸鼓唱詞，眼窺山水楼閣，悦如
置身画片中。煩愁都消，不禁犠然一笑，皇上隣
見美人発笑，大有傾城傾国之概。章致骨軟筋麻，
身子蘇了半辺。乃対哀李両軍師，大為嘉許。而
将衰李両軍師，長期留於宮内，供美人消遣之用。
故衰李両古人，為拉大片之鼻祖。大片又名西湖
景，即自此始。
真幻莫弁
　記者間・・美人久看大片，不生厭乎？　焦答・・
天地間一切事物，真即是幻，幻即是真。凡思郷
者，皆固執不肯変通之故。其実，客中景物，比
之故郷湖山，敦宜美観，敦宜賞玩，皆無一定標
準。不過，恋旧心重者，以為客中景物，触目可
以興畦，完全由於感情用事之故。美人看大片，
明明知為幻境，而一経注視，又覚其別有洞天，
欣然色喜。賞玩既久，頓悟是真是幻，一切根於
心造、執一以求，錐享受無辺幸福，イ乃感覚重重
之苦悩。達観為懐，又随時随地，倶吾人之楽境。
美人覚悟以後，一切生活与感想，遂呈鋒暢自然
之象。在宮中，往往嬉嬉而楽，不復有思郷之念。
該項画片，於以間置無用、雲李両軍師，亦告退
出宮、
変成営業
　記者間・・然則此大片，何以盛行於民間？　焦
答・・皇上博得美人歓心後，画片班巳無用。乃賞
付大臣伝観。大臣伝観畢，又伝付各僚属。各僚
属以不及輪転，乃命画工彷蓑李筆意，絵成多扮。
並製成同様之鏡匝，如法装嵌。如此，展転伝観，
展転彷製，最後入於州県衙署，官員伝観後，又
付班房公差e公差於衙署内，遍給各公役賞玩、
人民有入衙署者，見而異之，願出銭参観。公差
乃付胞礪行乞之乞再，負於街頭，収最低之看費，
以資醐口。豚後，有本行営業人，出資向乞巧購
去。言明永断葛藤将来乞再不得向拉大片人索銭。
惟班房公差，出為阻擾。本行営業人，乃言明・・
収入如有寵余，即以付給公差。故至今公差向拉
大片人索銭，非給不可。而鉋礪頭之乞巧，照例
不向拉大片人討要云云。　　（完）
　　　　　　　　　　（以上、1933年2月5日）
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